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外食産業におけるオフィス勤務者と庖舗勤務者の喫煙状況の検討

大原慧美* 川人潤子* 立丸恵** 大塚泰正常

The Prevalence of Smoking among Office and Store Workers in the Food Service Industry 

By 

Emi OHARAへJunkoKAWAHITOぺMegumuT A TEMARU* *， Yasumasa OTSUKA * 

The prevalence of smoking among office and store workers in the J apanese food service 

industry was investigated. A questionnaire inquiring about smoking was distributed to par-
ticipants (n=l1l1 : 358 food service office workers and 753 food service store workers). Re-

sults indicated出atthe smoking rate for workers in this industry was higher than the aver-
age for也eJ apanese population. Moreover， the smoking rate for store workers was higher 
than that for office workers. Multivariate logistic regression ana1yses indicated that the num-
ber of night shifts per month was associated with the high prevalence of smoking in both 
sexes. In men， 1-5 and 11-15 night shifts were associated with a high smoking prevalenc巴
(OR = 1. 62 and 2.49， respectively). In women， working 16 or more night shifts was associ-
ated with a high smoking preva1ence (OR = 3.87). It is concluded that decreasing the fre-
quency of night work may be effective for ameliorating smoking among workers in the food 
service industry， especia11y in the case of store workers. 
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1.はじめに

外食産業従事者は，他の業種に従事する労働者

よりも，精神的・身体的疾患を擢患するリスクが

高いことが様々な研究により示されている。例え

ば，韓国の外食産業に従事する労働者は，ホワイ

トカラー労働者と比較してうつ病を発症するリス

クが高いことや1)，デンマークでは一般の労働者

と比べて，循環器系・呼吸器系などの疾患による

入院リスクが高いことのが報告されている。

一方，喫煙と精神的・身体的疾患との関連とし
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て，中小企業で働く男性において，喫煙者や過去

喫煙者は非喫煙者と比べて労働災害を被るリスク

が約2倍であることや3)，喫煙者と非喫煙者を比

較した時，喫煙者は早朝覚醒や入眠困難などの睡

眠障害を呈している確率が高いこと4)，受動喫煙

の曝露がない非喫煙者と比較して，喫煙者は抑う

つ傾向である割合が1.65-2. 25倍増加すること 5)

などが日本で報告されている。

本研究では，精神的・身体的疾患を擢患するリ

スクが高い外食産業従事者の喫煙状況について検

討することを目的に，オフィス・庖舗別の喫煙状
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況について検討した。

ll.方法

A.対象者

全国の外食産業の297事業所に，郵送法にて2008

年10月'に調査票を10部ずつ送付したところ， 137 

事業所から1，187部回収した(回収率40.0%)。そ

のうち，記入漏れを除いたオフィス勤務者358名

(男性195名，女性163名)，庖舗勤務者753名(男

性480名，女性273名)，計1，111名を解析対象とし

た。

B.調査票
調査票は，①勤務場所(オフィス/庖舗/その

他)，②雇用形態(正社員/パート・アルバイト

/その他)，③性別(男性/女性)，④年齢 (10歳

代/20歳代/30歳代/40歳代/50歳代/60歳以

上)，⑤勤務年数(1年未満/1年以上3年未満

/3年以上5年未満/5年以上10年未満/10年以

上20年未満/20年以上)， @役職(管理職/一般

職)，⑦1日あたりの平均実労働時間 (8時間未

満/8時間以上10時間未満/10時間以上12時間未

満/12時間以上)，③1日あたりの平均睡眠時間

( 5 時間未満/5~6 時間未満/6~7 時間未満

/7~8 時間未満/8~9 時間未満/9 時間以

上)，⑨1ヵ月あたりの深夜・早朝勤務回数(な

し /1~5 回/6~ 1O回 /11 ~15回 /16回以

上)，⑮飲酒(あり/なし)，⑪1週間あたりの飲

酒頻度 (3日未満/3日以上5日未満/5日以上

/不明)，⑫喫煙(あり/なし)，⑬1日あたりの

喫煙頻度 (10本未満/10本以上20本未満/20本以

上40本未満/40本以上/不明)に関する質問から

構成した。無記名自記式とし，自由記述欄を除

き，予め用意した選択肢の中から回答を求めた。

なお，調査の依頼状には，回答は数値化された

後，統計的に処理されること，研究以外の目的に

は使用されないので，プライパシーを侵害するこ

とはないことを明言己した。

c.統計解析
オフィス勤務者と庖舗勤務者の基本属性，労働

要因，生活習慣の割合の差の検定，および，深

夜・早朝勤務の有無と喫煙習慣の有無との関連の

検定にはPearsonのが検定，喫煙習慣の有無と

他の関連要因との関連の検定には多変量ロジステ
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イツク回帰分析を実施した。

なお，統計解析には， PASW Statistics17 (SPSS 

Inc.， Chicago， IL)を用いた。

皿.結果

A.解析対象者の喫煙状況
解析対象者の基本属性，労働要因，生活習慣

と，オフィス勤務者と庖舗勤務者の特徴を比較す

るために実施したが検定の結果を Table1に示

す。オフィスの喫煙率は33.8%(男性48.7%，女

性16.0%)，庖舗の喫煙率は44.6%(男性55.6%，

女性25.3%)，オフィス・庖舗を合わせた全体の

喫煙率は41.1% (男性53.6%，女性21.8%)であ

った。厚生労働省の調査6)によると，平成20年の

全国の成人喫煙率は21.8% (男性36.8%，女性

9.1 %)であり，オフィス・庖舗ともに全国平均

と比べて高い喫煙率を示した。

B.オフィス・庖舗別の喫煙状況の差異の検討
オフィス・庖舗別に基本属性，労働要因による

喫煙状況の差を検討するためにχ2検定を実施し

たところ，オフィスではf支職と性別に，庖舗では

雇用形態，役職と性別に有意な差が認められ(オ

フィス/役職 :χ2(1) =15.19，ρ<.01 ;性別:

χ2 (1) =42.6，ρ<.01;庖舗/雇用形態 :χ2

( 1) = 19. 64，ρ<.01 ;役職 :χ2(1) =3.98，ρ 

<.05 ;性別 :χ2(1) =64.87，ρ<.01) ，オフィ

ス・庖舗共に管理職より一般職の方が，女性より

男性の方が，また，庖舗においてパート・アルバ

イトより正社員の喫煙率が高かった。

勤務場所と 1ヵ月あたりの深夜・早朝勤務回数

の関連を検討するために実施したが検定の結果

をTable2に示す。オフィスにおいて深夜・早朝

勤務がない者の割合は72.1%，庖舗では48.7%で

あり，深夜・早朝勤務回数が16回以上ある者はオ

フィスでは4.2%，庖舗では25.8%となってい

た。オフィスでは深夜・早朝勤務回数がない者の

割合が高い傾向にあり，庖舗では 1ヵ月あたりの

深夜・早朝勤務回数が特に16回以上の者が多いこ

とが明らかになった (χ2(4)=93.21，ρ<.01)。

C.勤務場所と喫煙習慣の有無
勤務場所と喫煙習慣の有無の関連を男女別に検

討するために実施したが検定の結果を Table3に

示す。男性においてオフィスで働く喫煙者の割合
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Table 2 Crossing table of working place and night work 

表2 勤務場所と深夜・早朝勤務回数のクロス表

深夜・早朝勤務回数

勤務場所 なし 1-5回 6-10回 11-15回 16回以上

オフィス
258 58 19 8 15 

72.1% 16.2% 5.3% 2.2% 4.2% 

庖舗
367 98 48 46 194 

48.7% 13.0% 6.4% 6.1% 25.8% 

χ2 (4) =93.21， p<.01 

Table 3 Crossing table of working place and presence of smoking habit by sex 

表3 男女別勤務場所と喫煙習慣の有無のクロス表

男性

喫煙の有無

女性

喫煙の有無

勤務場所

オフィス

非喫煙者

100 

51.3% 

213 

41. 7% 
庖舗
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26 

16.0% 

69 
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χ2 (1) =8. 52， p<.lO χ2 (1)=5.21， n.s 

Tabl巴4 Crossing tabl巴ofnight work sh江tand presenc巴ofsmoking habit by sex 

表4 男女別深夜・早朝勤務の有無と喫煙習慣の有無のクロス表

男性

喫煙の有無

女性

喫煙の有無

喫煙者
朝
無
一
朝

J
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朝
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計
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川
J
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H
7
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非喫煙者

148 

53.0% 

165 

41. 7% 

は48.7%，庖舗で働く喫煙者の割合は58.3%であ

り，庖舗で働く喫煙者の割合が高い傾向にあるこ

とが明らかになった (χ2(1) =8.52，ρ<.10)。

D.深夜・早朝勤務の有無と喫煙習慣の有無
深夜・早朝勤務の有無と喫煙習慣の有無の関連

を男女別に検討するために実施したが検定の結

果をTable4に示す。男性において深夜・早朝勤
務がない群の喫煙者の割合は47.0%であるのに対

し，深夜・早朝勤務がある群の喫煙者の割合は

喫煙者 非喫煙者

131 

47.0% 

231 

58.3% 

275 

79.5% 

71 

20.5% 

66 24 

47.5% 52.5% 

χ2 (1)=2.26，ρ<.01χ2 (1)=5.21， n.s 

58.3%であり，深夜・早朝勤務がある群の方が喫

煙者の割合が高かった (χ.2( 1) =2.26，ρ<.01)。

E.喫煙習慣の有無と他の関連要因との関連
喫煙習慣の有無と他の関連要因との関連を検討

するため，多変量ロジスティック回帰分析を男女

別に実施した (Table5)。

男性において労働状況関連変数では 1ヵ月あ

たりの深夜・早朝勤務回数との聞に有意な関連が

認められ 1ヵ月あたりの深夜・早朝勤務回数が
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1-5回の群は深夜・早朝勤務がない群と比べて

喫煙習慣が多かった (ORl.62)。また， 11-15回

の群は深夜・早朝勤務がない群と比べて喫煙習慣

が多かった (0R2.49)。生活習慣関連変数では，

飲酒習慣の有無と喫煙習慣の有無には有意な関連

が認められ，飲酒していない群は飲酒している群

と比べて喫煙習慣が多かった (ORl.96)。

一方，女性において労働状況関連変数では 1

ヵ月あたりの深夜・早朝勤務回数との聞に有意な

関連が認められており 1ヵ月あたりの深夜・早

朝勤務回数が1-5回の群は深夜・早朝勤務がな

い群と比べて喫煙習慣が少なかった (ORO.10)

が， 16回以上の群では深夜・早朝勤務がない群と

比べて喫煙習慣が多かった (OR3.87)。また，労

働時間との聞には有意傾向が認められ，労働時聞

が8時間以上10時間未満の女性は8時間未満の女

性と比べて喫煙習慣がある傾向にあった (OR

4.07)。また，就業形態関連変数では，勤務年数

との聞に有意傾向が認められ，勤務年数が3年以

上5年未満の女性はl年未満の女性と比べて喫煙

習慣がない傾向にあった (ORO.28)。

N.考察

本研究では，外食産業従事者の喫煙状況につい

て労働要因の観点から検討した。その結果，男女

共に深夜・早朝勤務と喫煙習慣の有無との問に関

連が認められ，男性において喫煙習慣がある者は

1ヵ月あたりの深夜・早朝勤務が1-5回， 11-

15回の者に多いことが，女性においては16回以上

の者に多いことが明らかになった。このことか

ら，深夜・早朝勤務の回数が多いほど，男女とも

に喫煙習慣が多くなる可能性が示唆された。

Knutssonら7)は，深夜勤務と喫煙の聞に有意

な関連を認め，スウェーデンの深夜勤務従事者

(運転手，警備員，料理人)は深夜勤務がない労

働者と比べて高い喫煙率を示していることを明ら

かにした。深夜勤務従事者が高い喫煙率となって

いる理由として，深夜勤務従事者の間で，喫煙は

仕事中に生じる眠気や退屈な作業に対する対処法

となっていることが挙げられている。本研究にお

いても，男女共に深夜・早朝勤務の回数が多くな

るほど喫煙習慣が多くなる傾向が示され，労働者

は深夜・早朝勤務中に生じる眠気を覚ますため
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に，覚醒効果が得られる喫煙を選択している可能

性が示唆される。深夜・早朝勤務回数に焦点を当

てると，男性は回数が少なくても喫煙率は高くな

っており，女性は回数が15回以上になると喫煙率

が高くなっている。このことから，男性は深夜・

早朝勤務の回数に関わらず喫煙を選択する傾向に

あり，女性は回数が多くなってはじめて喫煙を選

択する傾向にあることが窺われた。

一方，勤務場所の違いによる喫煙率に関して

は，男性においてのみオフィス勤務者よりも庖舗

勤務者の喫煙率が高いという結果が認められた。

女性については，有意な結果は認められなかった

ものの，オフィス勤務者よりも庖舗勤務者の喫煙

率の増加(それぞれ20.5%，52.5%)が顕著であ

った。統計的に有意な差が認められなかった一因

として，女性の人数の少なさが挙げられる。女性

については，今後対象者を増やして，再検討する

必要がある。

喫煙習慣の有無と勤務場所，深夜・早朝勤務と

の関連について， Table2より庖舗勤務者はオフ

ィス勤務者よりも深夜・早朝勤務に従事する割合

が高く，回数も多いことが分かる。従って，庖舗

勤務者の喫煙率が高かった理由として，深夜・早

朝勤務回数の多さが考えられる。庖舗勤務者に対

して深夜・早朝勤務の回数を減らす取り組みを行

うことができれば，労働者の喫煙習慣改善に役立

つ可能性があることが考えられる。

さらに，禁煙を実施していない庖舗は，労働者

が受動喫煙に曝されやすい環境であるといえる。

医療機関で実施されている禁煙治療のガイドライ

ンでは，家庭内喫煙者の存在によって，禁煙が困

難となる可能性を指摘している針。つまり，他人

が吸うたばこの煙に曝されることで喫煙者の喫煙

欲求が高まり，禁煙が困難になることも考えられ

る。禁煙を志す庖舗勤務者がいたとしても，同僚

や顧客からの受動喫煙により禁煙が困難となり，

これが庖舗勤務者の喫煙率の高さと関連しτいる
可能性も考えられる。外食産業従事者の喫煙率

は，全国平均と比較して高かった。飲酒や喫煙の

多い者は，外食産業に従事することを好む傾向が

あるという指摘もある2)。全国の喫煙率と比較し

て，外食産業従事者の喫煙率が高いのは，喫煙習

慣のある者が外食産業に従事することを好んだ結
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呆の表れであることも推察される。

今後の課題として，外食産業という業種の特徴

と喫煙状況との関連，さらには外食産業のオフィ

スと庖舗の業務内容や職場環境の違いと喫煙状況

との関連を検討することが挙げられる。
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